






















リプロダクティブヘルスの視点にたった看護を提供します(母性棟)。
赤ちゃんやご家族に愛情ある看護を提供します(新生児集中治療室)。

母性棟:29床、新生児集中治療室：21床

28名(看護職員25名、事務職員3名)

看 護 目 標

病 床 数

職 員 数

　陣痛に苦しむ方を励ましていると、自

分も心が折れてしまいそうなくらい苦

しい気持ちになることもあります。そん

な想いも、赤ちゃんの泣き声を聞き、か

わいい姿を見ると一瞬で幸せな気持ち

に変わっていきます。私は日々このよう

な幸せな瞬間に立ち会うことができ、母

性棟で働く喜びを感じています。

　母性棟では、女性の人生最大のイベ

ントである妊娠・出産をされる方々がた

くさん入院されています。入院されてい

る方の中には、不安や心配事を抱える

方もたくさんみえます。そうした方々の

不安を少しでも取り除けるよう、寄り添

いながら日々の看護を行っています。
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　周産母子センターは平成9年4月に開設され、母性棟と新生児
集中治療室の2つの病棟から構成されています。新病棟へ移転
後、母性棟と新生児集中治療室の距離が近くなったこともあり、
それぞれの部署間における協力体制がより充実しました。また、
今年度からチーム制を導入したり、患者さんの情報を日々リー
ダー同士が密に情報交換することで、看護ケアに継続性が生ま
れ、より深みのある看護の展開が出来るようになりました。
　母性棟は、リプロダクティブヘルス(性と生殖に関する健康)の
視点に立った看護を提供することを目的としています。大学病院
はハイリスク分娩の方が多く、安心・安全で高度な医療を提供す
ることが重要です。また、母乳育児を推進しており、専門知識を
持ったスタッフによる専門外来や、様々な教室を開催しています。
一人でも多くの方が満足感のあるお産を経験していただけるよ
う、スタッフ一丸となって支援しています。
　新生児集中治療室は、新生児期に外科的な治療を受ける子ど
もたちや、早産、帝王切開、先天的な障がいをもって生まれてきた
子どもたちが入院しており、スタッフはこれらの小さな命と真摯
に向き合っています。 

深みのある
　看護の提供を目指して

三重大学病院

きた
真摯

看護師長　小林　恵美子　
















